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～地域の高齢者が会食を楽しむグループ
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は じ め に

1995年の阪神・淡路大震災を契機に、神戸YWCAでは9つのボランティアグループが

生まれました。神戸ＹＷＣＡ地域活動委員会は、それらのグループの横の連携を深め、

神戸YWCAの考える地域福祉～ひとりひとりが存在そのものを大切にされる地域社会

作り～を実現するために活動しています。

各グループの活動について会員内で情報を共有し協力しあうだけでなく、神戸

YWCAにつながるボランティア同士の交流、内外への各活動の情報の発信などもおこ

なっています。
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組 織 図 ・ 活 動 紹 介
一緒に活動してくださる方を大募集しています!!!

グループ名 活動紹介・ひとこと 活動日

高齢者のサポート

わいわいランチ

一人暮らしの高齢者世帯に手作りのお弁当をお届け

しています。盛りつけや配達など得意なところで力

を発揮してください。

毎週月

～金曜日

9:30～

わいわい亭

高齢者の方対象の会食サービスです。食事の準備や

話し相手など、皆さんと楽しいひとときを過ごして

ください。

毎週水曜日

10:30～
14:00

わいわいデイルーム
食べて語って歌って手を動かします。お話やゲーム、

手芸など、楽しく活動しています。

毎週火曜日

11:00～
15:00

弓の木 歌の集い 灘区弓ノ木南市営住宅の高齢者による歌の集い。
毎月 1 回

第 3 水曜日

子どもと家族のサポート

そらとぶうさぎ

しょうがいをもつ子どもと家族のためのフリースペ

ース。みんなで遊んだり、お出かけしたりしていま

す。ぜひ一度きてみませんか？

毎月 1 回

土曜日

子育て支援プロジェクト
子育て中のお母さん、お父さんそしてその子どもを

社会のみんなで支援していきます。

ちゃいやあらんど

子どもと家族のためのフリースペース。つくろう会

や音楽セッションもあります。ぜひ参加してくださ

い。

毎週木曜日

11:00～
15:30

野宿している人の支援

夜回り準備会

野宿している人の支援。灘区・東灘区で野宿してい

る人を訪問してお話をうかがっています。参加して

みませんか？

第 2・第 4

土曜日

18:00～

YWCA（Young Women's Christian Association）は、キリスト教を基盤に世界中の女性

が言語や文化の壁を越えて力を合わせ、女性の社会参画を進め、人権や健康や環境が守

られる平和な世界を実現する国際 NGO です。1855 年英国で始まり、今では日本を含み

120 あまりの国と地域で、約 2500 万人の女性たちが活動しています。
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特集・地域の高齢者が会食を楽しむグループ

わ い わ い 亭 の 一 日
「わいわい亭」は、神戸 YWCA が行っている高齢者向けの昼食会です。お一人暮らしの高齢者などに

ご利用いただいています。場所は神戸市中央区坂口通にある YWCA 分室。毎週水曜日、お弁当を

用意し、みなさんがいらっしゃったら少しおしゃべりなどをしてくつろいでいただき、それからお食事を

一緒にいただきます。歌を歌ったり小物を手作りする事もあります。毎回10数名の方を受け入れて

います。 この「わいわい亭」の 1 日の活動の様子をご紹介します。

文・イラスト：鈴木孝子（わいわい亭ボランティア）

待合室で…

■ 10:30 待合室の準備

イスを 2 階から下ろしてきて並べ、室温

調節。メニューを書き、おつりも用意し

ます。のれんをかけ、「わいわい亭」

ＯＰＥＮ！

■ 11:00～ 参加者を迎える

一人、二人、参加者が来られます。皆、

思い思いに身だしなみを整え、笑顔を見

せてくださいます。お話を伺いながら、

参加費をいただいたりお茶をお出しした

りします（夏は冷茶）。

食堂で…

■ 10:30 食数を決める

まずボランティアのリーダーが申し送り

事項をチェックしてその日の食数を決め

ます。

■ 11:00 盛り付け

調理済みの料理の盛り付けを始めます

（写真下）。お弁当の蓋を開けた時、わ～

っとまず目で楽しんでいただきたい♪心

を込めて盛りつけていきます。苦手な食

べ物のある人やあまりたくさん食べられ

ない方の事など考慮に入れながら。Docu
Com
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待合室での団らん（写真下）

みなさん、食堂へ移動

お弁当へ盛り付け（写真上）

■ 11:45～ テーブルセッティング

テーブルクロスをかけ、ランチョンマッ

ト、箸置き、箸。時にはお花を飾る事も

あります。

■ 12:00 お食事タイム

利用者さんを食堂へと案内します。お

話をしながらお弁当、味噌汁、デザート

を楽しみます。皆で一緒に食べるお食事

は、とてもおいしい♪

■ 13:00～13:30 散会

さようなら。また来週。この後お出かけ

ついでに別の場所へ行かれるお元気な方

もいらっしゃいます。

■ ～14:00 片付け

代金を確認。その日の記録記入。

器を洗い、そうじをして終了です。

お疲れ様でした。

その他の活動

月に 1 回、素敵なピアノ伴奏にのせて歌を歌

います。なつかしい歌、今人気のある歌。皆大

きな声を出してのびのびと。歌声は分室いっ

ぱいに響きます。皆、この日が好きです。

年に2回、小物を作る講習会もしています。雛

人形、ハンカチで作る小袋、ランチョンマット、

カード入れ…。あっという間に素敵な作品たち

の出来上がり。七夕、クリスマス…他にも、原田

の森ギャラリーへ行ったりなどもしました。

（下の写真は、お話の会の様子）Docu
Com
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わいわい亭の
わいわい亭の常連さんは現在10名。

抱えていらっしゃいますが、そんな中でも

私たちボランティアは、そんなみなさんから

気持ちに応えられるうようにと、

過ごして

文：村川奈津美（わいわい亭ボランティア）

メンバーで唯一の男

性。いつもにこにこし

ておられ、みなさんか

らモテモテです。

いつもわいわい亭に

来ることを楽しみに

してくださっておら

れ、いち早く来てくだ

さいます。

わいわい亭の

ーカー。いつ

で、私たちも

いと思ってい
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メンバーでは最高齢

ですが、それを感じさ

せないエネルギーを

omd
ムードメ

もお元気

見習いた

ます。

お持ちです。

面倒見がよい方で、

ボランティアの私

たちにも大変よく

してくださいます。
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お花が大好き。おうち

でもお花を育てておら

れ、花の名前を教えて

いただいています。

ご自身もボランティア

活動をしておられ、エ

ネルギッシュで活動的

です。

いつも仲良しさんと連

れ立っておられ、その

姿をみると、なんだか

幸せな気持ちになりま

す。

女性メンバー最年少。

「わいわい亭に来ると

元気になるわ」と来て

くださり、うれしい限

りです。

常連さん紹介
やはりみなさん、どこかしら身体に不調は

元気なお顔を見せてくださいます。

逆に元気をもらいながら、

一緒にお話したり、笑ったりして

います。

イラスト：鈴木孝子（わいわい亭ボランティア）

とても穏やかな方で

す。話していると、ボ

ランティアの私たち

の心まで和んできま

す。
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地域の高齢者とともに

過ごす活動に参加して

高齢者会食グループ「わいわい亭」ボランティア座談会

わいわい亭のボランティア

になったきっかけ

井上（瑛）：分室でわいわいランチ
※１
のボランテ

ィアをずっとしていました。その関係で、わい

わい亭が始まった時から手伝うようになりま

した。

村川：今大学院１回生です。大学に入学してか

ら、ＹＷＣＡの夜回り準備会に参加していて、

ＹＷＣＡの他の活動にも興味を持ちました。も

ともと大学のボランティアサークルで、復興住

宅でのふれあい喫茶の運営をしていました。大

学院で高齢者のことをテーマに研究しており、

現場を見ることができて、良かったと思います。

増田：わいわいランチのボランティアをしてい

たので、わいわい亭が分室でオープンして以来、

ずっと参加しています。最初は利用者さんが少

なかったのですよ。わいわい亭の歴史をずっと

見てきました。

佐治：私も、わいわい亭の設立メンバーのひと

りです。２００１年４月に、旧会館から分室に

いろんな活動が移りましたが、しばらくして、

わいわいランチのお弁当の利用も兼ねて、わい

わい亭を始めました。参加者がボランティアの

数よりも少ない時期もありましたが、なんとか

ここまで続いて良かったなと思っています。

橋本：わいわいデイルーム
※２
で分室に来ていま

したが、わいわい亭でも歌を歌いたいから、来

※1 神戸ＹＷＣＡ地域活動の一つで、高齢者向け配食サー

ビス活動。P.3、14 を参照。
※2 神戸 YWCA 地域活動の一つで、現在は介護予防者

向けデイサービスも兼ねている。P.3、14～15 を参

照。

てほしいと言われ、お手伝いするようになりま

した。

デイルームには発足当時から関わっていま

す。来られなくなった人や、亡くなった人があ

り、人数も減っていますが、最初からの人がま

だお元気で頑張っておられます。わいわい亭も

新しい人はなかなか入りにくいですね。こちら

にも参加させていただいて、それなりに楽しん

でいます。

桜井：ここに参加して６年ぐらいになります。

義父と主人を一度に亡くして、うつ状態になり

ました。そんな時、神戸新聞にボランティア募

集の記事が出ていたんです。すぐにＹＷＣＡに

電話しました。若いときからボランティアがし

たかったので、喜んでいます。ここで、良い人

に巡り会って、幸せです。

鈴木：大学を出てからお勤めをしていて、ボラ

ンティアのことは何も知りませんでした。その

後病気になり、家にいましたが、少し元気にな

ったとき、たまたまＹＷＣＡの前を通りかかり、

中に入ると、ボランティア募集のポスターが貼

ってありました。当時ボランティア活動の担当

スタッフをされていた寺内さんと会って、何か

出来ないかと相談しました。当時は話すことが

苦手でしたが、わいわいランチのボランティア

に勇気を出して参加しました。

でも、配達の仕事などに参加するのに体力的

にも少し無理が出てきました。しばらく休んで

いましたが、「このままではいけない」「外に出

なければいけない」と思って、ランチの配膳だ

け手伝うようになりました。水曜日はランチが

配達に出かけた後、わいわい亭の参加者が来ら

れるので、自然とみなさんにお茶を入れ、待合

室でお話するようになりました。少しお休みし
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ていましたが、みんなが頑張っている姿をみて、

また参加したいと思っています。

三浦：家族の介護で忙しくて、最初のころはお

手伝いできませんでした。でも、落ち着いたの

で、５年ほど前から、毎月ボランティアに来て

います。ここで、ボランティア仲間から元気を

もらって続けています。私は２年くらい、参加

者の中に、なかなか入っていけませんでした。

みなさんはいかがですか。

利用者である高齢者の方との

かかわりについて

桜井：私は、お年寄りとの関わりがありましたの

で、抵抗はなかったです。

増田：参加者が固定してきているので、新しい方

が入りにくいですね。

橋本：いくつかのグループに分かれているよう

です。参加者同士、あまり、交流がなさそうで

すが…。

佐治：参加者とボランティアの関係で、ボランテ

ィアとして気をつけていることは何ですか？

村川：とりあえず、相手の話を聞こうと思ってい

ます。話が盛り上がる中、そこに入れてない人

に話をふったりします。でも、忙しいとなかな

か出来ません。

三浦：待合室での仕事は、参加費を集めたり、話

の相手をしたり、結構大変ですね。

佐治：待合室は良い交流の場になっていますね。

井上（瑛）：私も昔、待合室でお話を聞いていまし

たが、村川さんで三代目ですね。以前はメンバ

ーの岸本さん
※３
、鈴木さんが担当していました。

岸本さんは皆さんを和ませるのが上手ですね。

鈴木：私が前にお手伝いしていた頃と、現場は一

見変わっていないのです。でも『わいわい通信』

を読んで、お休みしている間にいろいろな事が

あったんだと知りました。村川さんのことも、

通信を読んで初めて知りました。

増田：村川さんがいると、若い人がいるというだ

けで、お年寄りも和みますね。

※3 6 年ほど前から活動に参加している、わいわい亭の

男性ボランティア。

全員：若い人がいるのは、本当にいいですね。

村川：わいわい亭に来て本当に考えさせられた

ことがあるのですが…。復興住宅の喫茶は、学

生ばかりで運営しているので、若者はめずらし

くありません。ここでは若いというだけで驚か

れ喜ばれました。岸本さんにひっぱってもらっ

て、自然と場に入っていきました。お年寄りは

普段から若者に接する機会が無いのですね。そ

のことがよく分かりました。

井上（瑛）：ちゃんと話を聞いてくれる若い人が

家の中にいらっしゃらないのでしょうか。村川

さんが聞く方に徹してみなさんの話を引き出し

てあげるのは、良いことだと思います。

桜井：村川さんと会えるだけでボランティアも

嬉しいです。娘とも孫とも違う世代の人に会え

るのはたのしみです。

佐治：参加者もボランティアにとっても異世代

の交流があるのは良いと思います。

写真上は、わいわい亭で今年2月27日に行われ

た手づくり会の様子。この日は新聞紙でつくれる、

ブローチづくり。真ん中で作業をしているのが橋

本さん。写真下は、そのときのみなさんの作品。
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ボランティア同士のかかわり

橋本：村川さんが高齢者のことを専門にしたき

っかけは何ですか？

村川：大学のサークルでの復興住宅のお茶会が

きっかけです。高齢者のことを考えてみたいと

思いました。わいわい亭に参加できて、良かっ

たと思います。

佐治：わいわい亭が始まったとき毎週来ていま

した。初めてだったので、参加者のけがやボラ

ンティアのチームワークが心配でした。そのう

ちボランティア同士のコミュニケーションもと

れるようになり、今までたくさんのボランティ

アが責任を持って関わって、長く続いているの

がうれしいです。

村川：ボランティア同士が刺激しあえているの

が良いと思います。私がホームヘルパー２級の

資格を取るきっかけは、井上（瑛）さんがヘル

パーの資格を持っていて、参加者のＯさんを車

いすへ移乗するのを手伝う姿を見たからです。

学生だけの活動をしていたら、そこまで考えが

いかなかったと思います。

井上（瑛）：ヘルパー経験があると、いざというと

きに慌てなくていいと思います。私自身も、こ

こでは高齢者と楽しく接することができて、気

持ちがほっとします。なにかをしてあげるとい

うのではなく、楽しむという気持ちが大切です

ね。

佐治：ボランティアと参加者との関わりで、興味

深かったことがあります。私は、なるべく敬語

を使おうとしますが、くだけた感じで話しかけ

るボランティアもいて、それに最初はびっくり

しましたが、今では逆にその人の持ち味を出し

ているのでいいと思います。ボランティアそれ

ぞれが、参加者と独自の関わり合いをしていま

すね。

三浦：ボランティアの人数が急に減ったときは、

本当に心配しましたが、なんとか乗り越えてき

ましたね。

佐治：そこにニーズがあり、支える人がいたから

こそ続けて来られたと思います。

わいわい亭の現状と課題

増田：それにしても、ここに来られるお年寄りの

方はお元気ですね。わいわい亭が終わった後も

買い物やカラオケに行かれているみたいです。

佐治：でも参加者は高齢化しましたね。

井上（瑛）：参加者の平均年齢は９０才に近くな

りました。Ｍさんは施設に入られましたね。一

番元気だったＦさんとＭさんが亡くなられたの

にはびっくりしました。Ｍさんは前日まで仕事

をされていたし、Ｆさんは旅行から帰ってきて

すぐでした。

佐治：わいわい亭は、元気な人が来ているという

イメージでしたが、みなさんそれなりにご事情

を抱えて来られていますね。一期一会というか

一回一回の出会いが大事なのだと身にしみて感

じました。

桜井：Ｉさんは、親しかったＭさんが亡くなられ

てから、急にお話が少なくなったように思いま

す。以前はよく話されていました。かなりショ

ックを受けられたのですね。

増田：参加者の高齢化が今の問題ですね。

佐治：高齢化によって参加者が減ってきていま

すが、その問題だけではなく、高齢化にどう対

応していくか話し合いましょう。みなさん、な

にか気をつけていることや、困ったことはあり

ますか。

三浦：以前に、一人の方が、食後気分が悪くなり、

写真上：わいわい亭の食事風景。分室にはテーブ

ルが二つあり、それぞれ6～8人に分かれて座

って食事をします。左手前が村川さん。
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救急車を呼んだことがありましたが、プログラ

ム中の事故は心配です。何も起こらなければい

いな…と、いつも思っています。

佐治：私たちの対応のしかたで、ご家族の方と対

立することもありえますね。まだ十分な関係は

築けていませんしね。

増田：佐治さんは、何をする場合でも、安全対策

に十分注意を払っていると感じます。

鈴木：もし事故が起こったら、わいわい亭をやめ

なくちゃいけなくなるからですね。

佐治：わいわい亭の参加者は、独り暮らしで、一

人で来られている方が多いので、緊急事態の対

策は、大切ですね。危機管理をしっかりしてい

きたいと思います。

村川：今までも、現場で問題が起きた時、それぞ

れが適切な対処をしてきました。ボランティア

にいろんなタイプの人がいるのは、好ましいこ

とだと思います。これからも、チームワーク良

く、運営していきたいですね。

社会で弱い立場に

置かれる人々―高齢者

井上（瑛）：全般的に、高齢者の方といつも良い関

係でいるのは、むずかしいです。そのことは、

みんな理解しておかなければいけない。われわ

れも、いずれ高齢者になるのですが…。

佐治：高齢者は、やはり弱い立場だと思います。

お世話してくれている人に、にこにこしておこ

うと思い、言いたいことを我慢しているのです。

鈴木：病気の人の場合も同じことが言えます。重

症のときは看護師さんに面倒な手のかかる患者

だなと思われないかな、「この患者のお仕事に当

たるの嫌だなあ」と思われたくないな、と思っ

たりします。

佐治：気を遣ったり、我慢していると、何かのと

きに本音が出ますね。高齢者の人とは、対等な

関係ではないということですね。

村川：私もそう思います。大学のサークル活動の

時も、こちらから「大丈夫ですか？」と聞かな

ければ、ご自分からはあまり言われません。

鈴木：迷惑をかけたらいけないという気持ちが、

あるのだと思います。

佐治：最近、古くから参加されている方が、食事

の座席を移動されましたね。あれは、前の座席

でずっと我慢しておられたのですね。他の参加

者はどうですか。

井上（瑛）：Ｙさんには、なるべく声をかけるよう

にしています。「おいしかったですか？」とか「全

部めしあがりましたか？」とか、話をもってい

くように心がけています。

増田：Ｙさんは、家に来ているヘルパーさんに、

わいわい亭を勧められて来ているようです。い

つも一番早く帰られますが、Ｙさんは、ここで

楽しんでおられるようです。

佐治：わいわい亭は予約しなくても参加できる

ので、みなさんが気軽に参加できるというイメ

ージがあるらしいです。それは良いことですし、

大切にしたいですが、できれば継続的にひとつ

のお出かけ先として楽しみに来ていただけるよ

うな会にしていきたいですね。

わいわい亭に参加して
井上序子

（わいわい亭ボランティア）

わいわい亭の食事時、よもやま話に

花が咲きますが、大先輩の方々のご

体験に基づく貴重なお話を伺います

と本当に良い人生勉強です。

ご苦労の多かった激動の世を生

き、平和な日本を築かれた世代の皆

様のお話を伺って、これから私はどの

ように生き、何をつたえることができる

のか、と毎回楽しみに参加させてい

ただいています。

参加者：井上瑛子、桜井貴久子、佐治雅子、

鈴 木 孝 子 、 橋 本 静 子 、 増 田 征 子 、

三 浦 啓 子 、 村 川 奈 津 美 （ 計 8 名 ）

記録・構成：三浦啓子・山本かえ子
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わ い わ い 亭 の 成 り 立 ち
佐治雅子（わいわい亭）

わいわい亭が「開店」したのは、2001 年の

春でした。この年、神戸YWCA は慣れ親しん

だ灘区上筒井通を離れ、中央区二宮町に拠点を

移しました。そして、震災復興から展開してき

た地域活動は、中央区坂口通の分室で行うこと

になりました。

分室開設当初は、「わいわいデイルーム」「わ

いわいランチ」「夜回り準備会」「ちゃいやあ

らんど」が活動を行っていました。そして、わ

いわいランチでおいしい食事を作っているの

だから、高齢者の方々に来てもらうプログラム

をつくろう！と思いつき、わいわい亭の開店の

運びとなったのです。

開店当初は、旧YWCA 会館で行っていた会

食グループの「おいしんぼクラブ」の参加者が

来てくださいました。しかし、以前のプログラ

ムとイメージが違ったのか、参加者は次第に減

少し、一年後には 2～3 名になってしまい、少

数参加者の日々が続きました。

その頃の会話…

参加者：

「私たちのために準備してもらって悪いわ」

「来るのが申し訳ない」

ボランティア：

「いえいえ気にしないでください」

「ぜひ来てくださいね」

このように、参加者にご心配いただくほど不安

な期間がありました。しかし、地域の方々が来

店されるようになってから、口コミで少しずつ

人数が増えてきました。

前ページまでの座談会にもあるように、高齢

や病気などで参加者は徐々に減りつつありま

す。今年秋には、敬老パスが有料化になってし

まうため、高齢者がさらに、わいわい亭も含む

地域の会に気軽に出かけにくくなるのではな

いかと心配しています。けれども、わいわい亭

はこれからも高齢者が気軽に立ち寄り、みんな

で食事やおしゃべりを楽しめるよう、地域で

「開店」し続けていきたいと思っています。

コラム

上記イラスト：わいわい亭のチラシに登場す

る、わいわい亭の看板犬。佐治さん作。

Docu
Com

 PDF Trial

www.pd
fwiza

rd.c
om



13

神戸 YWCA 地域活動委員会・各グループ活動紹介

近況報告と参加者雑感
わいわいランチ

内田 ミヤ子

調理担当はＹが『カフェテリア』をしてい

た時代からの仲間も多く、和気あいあいと楽

しくやっています。その頃から数えるともう

17 年ぐらいになるかな。分室に移ってからは

や７年が過ぎました。最近はずいぶん食数が

増え、利用者さんからの御礼のお手紙などい

ただいた時はとても嬉しいです。

毎日 9 時開始、お弁当配達の出発時間に間

に合わせようとあれこれ工夫をしながら忙し

く動き回っています。曜日によっては配食と

会食、あわせて 50 食前後を作ることもあるの

で、そういった日はファイトが沸いてきます。

昨今の偽装肉、毒入り餃子と、食の安全を

脅かす事件が相次ぐ中、食材はすべて原材料

を吟味して使用し、安全でまた少しでも安価

なものをと月 2 回買出しに出かけています。

出来るだけ冷蔵庫の食材の回転をよくして、

無駄を省くよう努力をしつつ、「あちらのお店

の油」「こちらのお店の乾物」と走り回ってい

ます。このところ何でも高くなっていて困っ

ていますが…。

抵抗力の弱いお年寄りのための献立や、お

口に合う味付けなど、頑張っています。

＊ランチニュース＊

弁当箱を洗浄する 2 階の洗い場に、8 月初

旬エアコンが取り付けられました。“今年の猛

暑の中での洗浄作業では熱中症になりかねな

い”と大家さん（渡辺さん）のご配慮でした。

おかげさまでずいぶん楽に仕事ができるよう

になり、みんなで感謝しています。

わいわいデイルーム
川上 和恵

今年度は、メンバーも何名か増え賑やかに

なりました。新しい方達を迎え毎回顔を合わ

せていくうちにお互いに親しみも湧き、仲間

意識も強くなってきたように感じます。今で

は和気あいあいとした雰囲気の中で、みなさ

んおしゃべりもはずみ、生き生きと過ごされ

ています。デイルームがみなさんにとって仲

間と共に過ごせる楽しくて元気になる場所で

あり、週に一度の楽しいクラブ活動のような

感覚で来て頂けたらいいなと思っています。

平成 18 年度、介護保険制度の改正が行われ、

高齢者福祉の新たな方向が示されました。地

域密着型サービスや地域包括支援センターな
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どの創設により予防重視型システムへの取り

組みが始まっています。地域の中で生き生き

と元気に自分らしく過ごせるよう、今の生活

をすこしでも長く続けられるよう、介護予防

として援助するサービスがこれからの高齢者

ケアに於いて求められることかも知れません。

また、グループの中においても個への関わり、

一人一人のニーズに基づく決め細やかなサー

ビスも必要になってくると思います。（なかな

か現実は難しいのですが･･･。）

ここ、わいわいデイルームもこれからは年

齢層も若くなっていくと思います。今後の援

助の仕方も考えていかなければならないのか

も知れません。

弓の木歌の集い
橋本 静子

例年、12 月・1 月は休会なので、2 月久し

振りに皆さんとお顔を合わせるのを楽しみに

していた矢先、メンバーだった方が亡くなら

れて、当日はお通夜と重なるので「歌の集い」

は取り止めてほしいと電話がありました。は

じめ、大分前からお悪かった御主人かと思い

ましたが奥様の方が亡くなられたとの事です。

いつも落ち着いて穏やかな物言いをされてい

た方でしたが、最近は会への出席を望みなが

らも長時間座っているのがつらいとの事で御

欠席でした。

明けて 3 月、今度は此の前その電話をかけ

て下さった御当人の訃報が知らされました。

震災後の仮設住宅時代から市住の方達を支え、

YWCA とのコネもつけて下さった方で、多くの

病気を抱えながらいつも信念をもって活動を

続けて来られた方でした。この集いを始めて

から 10 年近くが経過しましたが、その間共に

歌い語らった何人の方をお見送りした事でし

ょう。

高齢者の交わりでは当然の事かもしれませ

んが、戦前、戦中、戦後を共に生きて来た世

代の方が段々少なくなっていくのは本当に寂

しい思いがいたします。「歌の集い」もこのと

ころ参加者が 3 名という日もあってこれを機

会にこのまま消滅して行くのではないかと心

細くなっておりましたところ、「3月はいつも

通りして欲しい」との事で第 3 水曜日 YWCA

から 2 名が出向きました。御遺族の方も共に

新しい参加者も加わって心機一転、たっぷり

2 時間歌い語り合いました。その後 5 回を経

て、嬉しい事に参加者は増え、7 月は男性 2

名を含む 7名と YWCA からの 2 名で計 9名、最

近にない盛況でした。

一人一人が様々な悲しみ、苦悩を背負いな

がらそれでも日々の生活を一歩一歩進めて行

く……「歌の集い」がそのためのわずかな憩

い、励ましになればと願っております。Docu
Com
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ちゃいやあらんど
佐藤 香織

来月、毎年恒例のハロウィンパーティーが

ある。今年は 10 月 18 日(土)。子ども達は大

好きなヒーローやプリンセスに変身し、お菓

子狩りに出かける。帰ってくるとカボチャを

使った手作りおやつを食べてひと休み。その

後はみんなで楽しめるゲームでひと盛り上が

り。そして夕方前、ヒーローやプリンセスは

袋いっぱいになったお菓子を持って笑顔で手

をふり帰っていく。

これが、「ちゃいやあらんど」のハロウィン

パーティー。いつもたくさんの方々にお手伝

い頂き、参加された親子からは「楽しかっ

た！」の言葉を頂く。スタッフは「今年もや

って良かったね～」と一日を振り返る。

このハロウィンパーティー、恒例イベント

とはいえ一年に一回なので、毎年どうやって

準備したのか思い出しながら進めていく。「コ

レってどこで買ったんやったっけ？」「アレど

こに片付けた～？」「なんで記録残してないん

やろ～」これも毎年恒例である…。

ほんとにこの時期は一番左脳を使う。熱が

出そうになる、なんて…言い過ぎた。そんな

私を「何とかなるわよ」「大丈夫、大丈夫」と

支え、おだててくれる(？)ボランティアメン

バーがいるから今年も頑張れるかな。

ハロウィン前後に「ちゃいやあらんど」の

ボランティアメンバーを見かけたら、こんな

裏側を思い出してみて下さい。

そらとぶうさぎ
魚住 香奈

「そらとぶうさぎ」通称“そらうさ”はし

ょうがいのある子どもたちとその家族と月に

一度集まり室内で遊んだり外へお出掛けした

りという活動を行ってます。

遊びの内容はご家族との会話の中でプラン

が出ることが多く、今子どもたちが興味のあ

ることやその季節にあった行事など様々です。

室内遊びではホットケーキや白玉、かき氷、

うどん作りなどお料理にチャレンジしたり、

絵を描いたり、節分の豆まき、七夕の短冊作

りなどなど多岐に渡っています。またお出か

けでは近くの公園や車に乗ってバーベキュー

をしたりしました。4 月には電車で遠出をし

ました。公共の乗り物に乗っての長距離のお

出かけでしたが、誰も迷子になることなく無

事に成功しました。

子どもたちの成長に伴い、少しずつ活動の

場を広げようとしています。また、これから

は子どもたちとの関わりの中で子供たち自身

が行きたいところややりたいことを見つけて

行けたらいいなぁと考えている次第です。

私は、昨年の１月から活動に参加していま

す。個人的に嬉しかったことは、はじめは子
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どもたちが全く話しかけてくれなかったのが

徐々に子どもたちの方からも話しかけてくれ

るようになったことです。さらにご家族の方

とも毎月顔を合わせるうちに子どもたちのお

話だけではなくご家族自身のお話や私たちボ

ランティアスタッフの個人的なお話もできる

ようになり、それも活動の楽しみの一つにな

っています。

これからも「みんなが月に一度のそらうさ

を楽しみに集まる」そんな活動をしていきた

いです。

夜回り準備会
清水 公明

ここでは夜回り準備会の活動報告という

より個人的所感を述べさせていただこうと思

います。この町に住んで 25 年、ギャラリー

2001（後にアトリエ 2001）を阪急高架下に開

設して 16 年になります。主に若い人の芸術活

動の場です。100m 程西に行くと更生センター

があります。

夜回りの活動に参加して 8 ヶ月。きっかけ

は、JR 灘駅前に高層マンションが建ち、その

影で更生センター前の野宿するおじさん達の

姿が消え、目立たない色の金網が檻のように

設置されても、それが追い立てであることす

ら気付かなかった自身を恥ずかしく感じたこ

とからです。常々、若いアートの仲間に「君

らは何で怒らへんのや！」と問いかけていた

私自身が、自分の足元で起っている事に気付

かなかったということです。

夜回り準備会の活動に参加すること（夜回

り、夜中回り、昼回り）でいろいろな現場を

見て、当事者の話を聞き、準備会での読書会、

合宿、ミーティング、また外部の交流会への

参加で多くの事を知ることができました。特

に準備会の若い人達の真摯な取り組みには、

自分の中で眠っていた何かを目覚めさせても

らったように思います。

今後の私自身の課題は、出来るだけ現場に

参加する事と、その事で得た何かを自らのフ

ィールド（アートの世界）で表現する事――

見えないモノを形（言葉）にする事です。そ

の試みの一つが下の写真です。

写真上・下：2008 年 7 月 25 日、神戸市

更生センター前で行われたゲリラライブパ

フォーマンス「追い立ての檻」の様子。

（清水公明さん提供）
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あの人に会いたい！
⑥ そらとぶうさぎ 松本光代さん

ここでは毎号ひとり、神戸 YWCA 地域活動で活躍している会員・会友・ボランティアを

紹介していきます。

●松本さんの YWCA での活動分野をかんたんにご紹介ください。

３つありまして。１つは、「そらとぶうさぎ」（略称そらうさ）。しょうがいを持つ子ど

もとその家族といっしょに過ごす活動ですね。分室で行っています。２つめは平和・基

盤委員会。平和に関するイベントをしたり、考えたりしています。３つめはイベント委

員会に所属。芸術から講演など様々なジャンルのイベントを企画し、開催しています。

●その活動の中で最近の印象的なことは？

「そらうさ」では、三人のしょうがいを持つ子どもも大きくなっていろいろなことが

できるようになってきた、一人ひとりの違いがはっきりしてきて、それぞれの成長や彼

らに添う家族の歩みがすごいことだと感じています。また、「そらうさ」は、ずっとボラ

ンティア不足でした。そのために実施が危ぶまれたこともあったのですが、いろいろな

出会いや活動のつながりの中で「そらうさ」のボランティアをする人が出てきて、最近

は定着してきたかなと思います。

人とのつながりが活動を支えたり、広がりを創っていくなあと感じるのは平和・基盤

委員会の活動です。“ＦＭわいわい”では平和・基盤の宣伝などもさせていただいている

のですが、イベントのことも話していいよということで、平和のことから芸術・文化の

事へと情報が広がっていく。“ＦＭわいわい”さんもいろんな部署や視野があり、他の担

当の人とも知り合えてつながりもできていくなあと思っています。

●Ｙの活動をはじめたきっかけは？

ぜったい「はめられ」たんだと思っています。「そらうさ」のリーダーだった友人が子

どもを出産するので産育休がほしい、１年限定で助けてほしい、あなたの仕事にもプラ

スになるからとの大きな餌につられて、ボランティアをはじめました。１年限定のはず

が、ずるずると…６年かなあ。決して楽しいことばかりではなかったのですが。

続けられたのは、人とのつながりですかねえ。「Ｙの地域活動グループ運営のためには

会員が３人以上いないと」と勧められてＹの会員になり、会員なら、と運営にも誘われ、
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地域活動委員会メンバーになりました。その後、平和・基盤の活動にも係わり、次は幹部

委員！を逃れられなくなり…（今や本当に若い会員の活動家モデルとなっている松本さん

であります）。これを私はＹ方式、「恐怖の連鎖」と呼んでいますが。

●仕事との係わりは？

人と関わる仕事なので、活動を進める上でのディスカッションやシェアリングなどが仕

事にも役立っていると思います。感謝しています。Ｙのボランティア活動は私たちの創意

工夫を活かすことができやすい。仕事ではどうしても「費用対効果」の評価が伴うけれど、

ボランティアは頑張りが評価されるので、私自身がリフレッシュできます。

●Y の活動でしたいこと、夢は？

「そらうさ」では、三家族とボランティアでどこかに（ディズニーランドという声が多

いですが）お泊まりで出かけるのが夢ですね。慣れないボランティアに子どもを任せる家

族の恐怖？というか冒険的なところを乗り越えて、何とかみんなで出来たよねという想い

が持てるといいですね。これまで「そらうさ」の活動は、「ここに来たい」という三家族の

気持ちを大切にしてやってきました。ボランティアは親でもない、療育の先生でもない「第

３の大人」のスタンスで関わっていきたい。子ども達が思春期を抜け出る頃まで、いっし

ょに過ごせるといいなあと思っています。

平和・基盤委員会では、小さいことを続けていきたいと思っています。少人数でも集ま

って話し合うこと、学習しあうこと。いろんな人が発言できる、それを聞きにくる人がい

る、集まれる場所であることを続けたいです。イベント委員会は資金をつくることが目標

なので、いろんな視野を持って関われるといいなあと思います。

●Y の活動を担っているみなさんにメッセージを。

多くの方が先輩なので戸惑っています。自発的な活動なので、しんどくなることもあり

ます。尊敬すべき先輩方が「あなたのやりたいことをやりたいだけ、やりなさい」「細く長

くやりなさい」とのアドバイスをくださいます。「活動をやめないでね」と続けるこつを教

えてくださっている。 続けることで見えてくるものがあるのでしょうね。

ゆっくり休んでいたい時もあり、走り出したい時もあり。Ｙの活動は、自分のバイタリ

ティにあわせて大きいものにも、小さくもできるように思います。

インタビュアー：井上 みち子
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ありがとうございました!!

地域活動委員会へのご寄付等ご協力下さった方々

（2008 年 3 月 1 日から 9 月 20 日まで、順不同・敬称略）

重野 妙実 いなだ 多恵子 中田 作成

牧野 哲 本城 智子 三島 孝子 藤本 倶子

栗田 道代 松本 博子 平芳 幸子 木村 正樹

平和と民主主義を目指す全国交歓会 王子印刷工芸

羽下 大信 川関 敏恵 西島 明子

皆様のご支援に心から感謝申し上げます。
＊万が一お名前がもれています場合にはご一報いただけましたら幸いです。

今後も私どもの活動にご支援・ご協力いただけると嬉しいです。

『わいわい通信』へのご意見、ご感想などお寄せいただけると幸いです。

各グループより

・ トーンチャイム貸し出します。（応相談） ちゃいやあらんど

・ お米を募集しています。 夜回り準備会

・ 収納スペースを探しています。 夜回り準備会
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発行：神戸ＹＷＣＡ 地域活動委員会

住所：〒651-0093

神戸市中央区二宮町 1-12-10

電話：078-231-6201（本館）

078-221-5111（分室）

FAX：078-231-6692

URL：http://www.kobe.ywca.or.jp/kobe/

E-mail：office@kobe.ywca.or.jp

郵便振替口座

番号：01100-0-10298

名義：神戸基督教女子青年会
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